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法 そ の 他 に 就 い て 検討中であ る が ， 現在迄 の 成績に つ い

て そ の 方法と検討 した 点に就 い て 報沓す る．

　  　未熟児に於ける 頻回 の 大景輸液 に は ， 骨髄内が操

作 も比 較的容易で あ り， 是的制限 も少 く， よ くそ の 目的

を達 し得 る．

　   　剖検例 に て 骨髄 に 著明な障害 は 認められな か つ

た ．

　  生存 し得た 児 に つ い て は ， そ の 後輸 （血 ）液部位

に著明な障害 は認め ら れ な い 様であ る．

　  骨髄内点滴注入法に就 い て は，特に器具固定 の 問

題 につ い て 検討 中で あ る．

　 78． （演）東京都立築地産院 に お ける過去 6年

間 の新生 児剖検例の 検討

　　　　 （都立 築地 産院）竹内繁喜，名取 　光博

　　　　　　　　　　　
蒡

柳田 昌彦，吉川千壽郎

　　　　　　　　　　　 大川昭コ
， 馬揚　

一雄

　　　　　 （東大小児科）河野箆 明，大津　正一

　　　　　　　　　　　 所沢　剛，井上　清美

　新生 児哺 育に関 して は，現在各方 面 に お い て 問題 と な

っ て い るが ，そ の 死因 に つ い て も種 攻 論議 さ れて い る．

そ して そ の 決定は非常に困難な こ とで あ る．嘗 て は そ の

直接死因と して ，　頭蓋内出血 が 最 も重要視 さ れて い た

が ，Potter の 提唱 に よ る， 肺換気異常 の 概念が 発衷 さ

れ て よ り，死因決定に っ い て
一

段 と進展 が み られた 。

　吾々 は 当産院に おい て ，昭 和31年 よ り昭和36年迄 の 6

年 間 の ，妊 娠 8 カ 月 以 後 の 死産 と新 生 児死 亡 に つ い て ，

東大分院病理部の 協力を得て 剖検 し たの で報告す る。

　剖検 の 年次的変動 は ， 昭和 31年 は 全死産及び新生児死

亡 の 15％に も充 た な い 剖検 数で あ っ た が ， 昭 和 35年 に は

90％に達 し，現在で は 殆 ん ど全例 を剖検す る に 至っ た ．

　総剖検数は 81例．内未熟児は 52例で あ る．

　こ れ を死因別に 見 る と，肺換気異常26％ （以 下 ％ 略），

肺出血 6，肺炎 7．5， 頭蓋内出血 20，核黄疸 1 ， 肺炎 以

外 の 感染症 7．5， そ の 他 の 出血 3 ， 奇形 17， 腦浮腫 3 ，

窒 ，息2 ，浸軟 6 で あ る富

　以上 検討す るに ， 未熟児 に お い て は ，肺換気異常 ， 及

び出血 が 死因の 大部分を占め ， 成熟児 に て は 感染症 ， 奇

形が多 く認 め られる．又 窒息が 20％ に 認 め られ るが ． 哺

育担 当者 の 不足 を 物語 る もの で あ り，こ の 点 の 確 立 を 痛

感 す る。

　尚異常妊娠 ， 異常 分娩等 との 関係 をも検討 して 述ぺ た

い と思 う．

　 79． （演）胎児 及 び 新生 児 死 因に 関す る 臨床病理

学的研 究 （第 2 報）

　　　　 （策京警察病院）竹内　正七
， 松枝和夫

　　　　　　　　　　　 宮 原　 忍，畠山良弥

　　　　　　　　　　　 須田稲次郎 ， 藤崎雅子

　従 来，胎児及 び新生児死因分類が 報告 さ れて い るが ，

主 として 小児科学的立場 か らで あ り ， 産科医が 自らの 分

娩誘導法 の 当否を論 ず る には必ず し も妥当 と云 え な い 面

が あ る．そ こ でわれわれ は既 に第22回本学会関東連合地

方 部会 に お い て，産科学的立場か らの 胎児及び新生児死

因 の 検討成績羨報告 した ，

　今 回 さ ら に症例を加 え ，昭 和32年 12月 よ り現在 ま で の

分娩総数1391例 （中双 胎 15例）に よ り娩出された体重 S

OOgr以 Eの 児，1406例 （子宮内死亡例 を 含 む ）及 び 他

院 よ り当院 未 熟児セ ン タ ーに 送 ら肥 て き た 未熟児 6D例 を

加 え た 1466例 の 児 に つ い て ， 52例 の 死亡を認 め ， そ の 50

例 に っ き病 理 解剖学的検索を行 つ た．

　そ の 結果わ れわ れ は 他 の 統計に 比較 して 肺換気異常 と

無酸素症 の 2 項に 於 て 死亡 が 多 く分娩時障害に 於 て死亡

が 少い 結 果 を得た．胎児 の An ・ xia の 問題と結びつ い

て い る 過度羊水吸 引 は分娩誘導法 ¢ 検討 の 上 に 重大聞題

を含む ．肺稍子膜症 は わ れ わ れ 区
1
症例 で は 定型 的 な も の

は認 め な か っ た ．又 ，分娩時障窖 〔頭蓋内及び 脊髄出血

など）に於け る無酸素症性出血 と外傷性出血 の 鑑別が意

外 に 困難 で そ の 取 扱い 方 に よ り死因 と して の 意義 も亦 変

動 し易 い こ とを認め た．

　 80． （示）新産児身長 ，　 体重頭囲と母体骨盤 濘

計測 と の 閧係に つ い て

　　　　　　　 （日 赤産院）奥村裕正，茂木昭子

　　　　　　　　　　　　
t

西川　裕 ， 岡　郁也

　当産院 に 於け る昭利30年 よ り昭和 ％ 年に 到 る分娩例よ

り，母 体に 妊娠中毒症 や 妊娠中毒症後遺症 を 合併 した も

の ， 梅毒 に罹患 して い る 者及 び新産児が 双 胎児 又 奇形児

や 特殊な疾病を発見 した 児を 除い た 20019例 に っ き （但

し在胎期問38週 以 上 の もの ）母 体 の 年令が 29才以下 ¢ 初

産婦 と ， 30才以 上 の 初産 に 分類 し夫 々 瓶 生 児 の 初 体 重 ，

身長 ， 頭囲 と母体 の 骨盤夕卜計測 と ¢ 問 に有意の 関係 あ り

や 否 や にっ き次 の 結果を得た の で発表す る．

　 （イ ）29才以 下 の 初産 ， （ロ ）30才以 上 の 初産に っ き

そ れ ぞ れ

　   　新産児体重 と母体骨盤棘問径 に つ き有意の 相関開

係 の あ る こ とを 認めた ．
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　  新産児体重 と母体骨盤櫛間径 に っ き有意の 相関「t

係 の あ る こ とを認め た．

　  　新産児体重 と母体骨盤外結合線に つ き有意の 相関

k 係の あ る こ とを 認 め た ・

　  新産児身長 と母体骨盤棘間 径 につ き有意の 相関 々

係の あ る こ とを認めた ・

　  　新産児身長と母体骨盤櫛間径につ き有意の 相関々

係 の ある こ とを認 め た．

　   新産児身長 と母体骨盤外結合線に つ き有意の 相関

．々係 の あ る こ と を認 め た．

　  新産児頭囲 と母体骨盤棘間径 に つ い て は 有意の相

関 々 係は認め ら れ な か つ た ・　　　　　　　　　　　　 ・

　   新産児頭囲 と母体骨盤 櫛問径 に つ い て は右意の 相

関女 係は認 め ら れ な か っ た ・

　  　新産児頭囲 と母体骨盤外結合線に っ い て は 有意 の

相関 ft係は認め ら れ な か つ た．

　 81． （示）新生児の 生後 6 日間の 形態的変化

　　　　　　　　　　　（祚奈川大 口病院）小腎　肇

　 新生児初期 に お け る身体各部の 大き さ の 消長 に つ い て

の 報告は 全 く見当 らない ．

　 そ こ で私は本研究を企 て た。

　計測対象 ぽ 当院で 出 生 し た 正 常新生 児男性 173例．女

性 196例 と， 膏王 切開術新生 児男性 17例，女 性12例で あ

る ．

　 計測項 目
…身長，頭 臀長 ， 躯幹長，上肢長 ， 下肢長，

肩巾 ， 骨盤 巾，上前腸骨 棘 巾，転 子 問経 ， 胸囲 ，腹囲，

骨盤 囲 ，体重 ， 頭長 ， 頭巾， 頭耳高 ， 顔巾，
顔高を 測

　り，示 数 と し
L
（， 比躯幹長，比 上 肢長 ， 比 下 肢長，比肩

巾 ， 比骨盤 巾，比胸 囲 ，比 腹 囲，Roller 示 数，頭長巾

示 数，頭長高示数，頭巾高示数 ． 比頭囲等を算出し た．

　 計測方法
・・出生 直後から毎 日 1回 づ   ほ ぼ

一
定 の 時

刻 ：こ ， 生 後第 6 日 目迄計測 を 行 つ た。

　 計測成績… （1）生後 6 日間殆ん ど変化 を認め な カ・つ た

　もの
…

骨盤巾，上前腸骨棘 巾， 転子間経 ， 骨盤囲．

　　（2） 生後少 しず っ 増大 の 傾向 を 示 した もの …上肢

長 ， 下肢長 ， 肩巾 ， 胸囲 ， 顔「払 顔高・

　　（3） 生 後
一

旦減少 し次 い で増大 の傾向を 示 し た もの

　…身長，頭臀長 ， 躯幹長 ， 体重，頭長，頭耳高．

　　（4） 生後著明に変化 を示 し た もの …膿囲 ， 頭 囲，頭

　巾．

　　（5） 示数 に つ い て は身長 耐 す る割合が成人 よ り小

　さ い もの
…上 肢長，下肢長 ， 骨盤巾 ， 成人 よ り割合が大

　きい もの
…
躯幹長 （や ts大），肩巾．胸囲．

139− −37

　 （6）　頭部は長さや巾の 割に 高 さが 高 い ．

　82． （示）新生児 の 脳波に関す る研 究

　　　　　　　　　　　　　（三重大）富沢　康二

前回の 学会に於い て，正常産成熟児，未熟児 ・ 帝王辧

開児 ， 鉗 子 分娩児 の 腦波を生後第 1 日 目 ， 第 3 日 目， 第：

7 日 目に 分け ， 睡眠 時 と思わ れ る状態 に於 い て 描写 し ・

各生後口数につ い て 周波数度数分布図 ， 各 周波数帯域に

於 け る波数及 び振巾和 ， 徐波成分 の 検討を 行い 発表 レ

た ．

　今 回 は 新生児に於い て も成八腦波の 様に覚醒時 と睡眠1

時 の 臘波 に 差異が あ る 加 こつ い て 検索 した ・覚醒時の 描

写は睡眠時 よ り更に一層 困難であり，例数は少な かっ た

が鰍 の 臨 よ り分析 の結果 ． 覚醒剛 簪波 は 睡眠 時腦波 ：

に比 し，一般に 低振 巾で あ り ， δ波 の 出現数も少 く， 有
』

意と思われ る差異 を認め た．

　更 に併せ て 睡眠 時 と考えられ る状態で骨盤位娩出児臘｝

波 を描写 した ．生後第 1 日 目の 波形 は 正 常産成熟児 腦 波
’

よ り低振巾で徐波数の 出現 も少な か っ たが生後第 3 韻

に は 正 常産成熟児腦波形に 近ず い た ．す な わ ち骨盤位軈

出児腦波は帝 王 切 開児腦波 に近い 波形が 認 め ら れ た．

　 83． （示）新生 児 の 脳波 ［： 関す る 研究

　 （正 常産児の 脳波　第 II報）、

　　　　　　　　（東大分院）前原大作 t 日向　正

　私らは新生児腦波 を 記録 ，検討す る こ とに よ り分娩が

新生児 の 腦に如何 な る彭響 ， 並びに 将来精瀞及び 腦発膏

に姻 艇 糶 を与 え る か に 仙 ・て 揃 琳 学会鯲 て

正 常分娩及 び異常分娩に っ い て報告 した が ， 今回は さ ら」

に症例を重 ね， 特に 基本 と な る正 常分娩児 の腦波 の 個俸

発 生 に つ い て の 包 括 的 な 考察を試みた ．

　 方法は 前回考案 の 如 く ， 直径 8 皿皿の 円盤型 表面導出用1

腦波 電 極をセ 卩 イ ジ ン を塗布 した ス ポ ン ジ 片で児の 頭皮
四

上 に 固定 し，電気的 に遮閉を施 した 保育 器 内 か ら単極及

び 双 極導出 を行い 増幅記録 した ．

　 言己録 ひま生後 24時間以 内 1・こ第 1回 ，　以 後第 2　日 目 ，　第 3・

　口 目， 第 5 日 目， 第 7 日 日と，
5 回 に わ た り継 続 して ．

　 1）　自発腦波の 個体発生

　 2） 視 ， 聽 ， 触覚刺激 に対す る誘発電位 の 発達及び分

化 ．

　 3） 周波数分析 （自己椙 関）に よ る 新 生児皮質 の ex −

　citability 　cyde の 発達 ．

　　な どを中心に二， 腦発育 に と も な う頬 生 児腦波 の 発達 （ぴ
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